
高齢者の祷痛の予防ならびに治療における牛乳・乳製品の

有効利用に関する研究
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はじめに

米国では、近年、大規模な樗療の予防ならびに治療に関する調査・研究古宮行われ、梅捷発症に低ア

ルブミン血症ならびに低体重などのたんぱく質・エネルギー低栄養状態 (proteinenergy malnutrition， 

PEM)が関連し、その改善には、乳たんぱくを主体とした栄養食品の利用の有無などが大きく関連し

ていることが明らかになってきている l一九一方、我が固においても、祷搭治療、看護ケアの総合評

価を行い、樗癒予防の方途に関する調査研究が取り組まれ、申請者も協力研究者として参加している

(1998厚生科学研究班長、大浦武彦)"。この班研究によって、栄養以外の看護ケアならびに治療に関

する基礎的事項に関しては調査成果が明らかにされつつある。しかし、現在のところ、栄養状態や食

習慣、さらには栄養ケアとの関連は殆ど検討されていない。

さらに、高齢者の最大の栄養問題は、 PEMである。申請者らは、我が国において、高齢者の栄養管

理サーピスを構築するために、日本全国の高齢者施設を対象とした調査・研究を行ってきた(厚生省

朗)7 -10)。その結果、高齢者施設において、血清老人保健事業推進等補助金研究、主任研究者

アルブミン値が3.5g/dl以下でPEMの中等度リスク者と判定されるものは、約4割と高率で観察される

松田

ことを明らかにした7ー10)。また、本学術研究助成によるこれまでの申請者らの研究成果から、高齢者

のPEMの改善に対する、乳を原料とする栄養食品の有効性は高〈評価されている 100

しかし、我が国では、梅癒の予防ならびに治療へのPEMの影響ならびに、牛乳・乳製品の習慣的摂

取との関連、さらには、乳を原料とした栄養食品の有効性などに関しては、殆ど研究されていない。

本調査・研究の目的は、高齢者の祷癒予防、ならびに治療のための栄養管理サーピスの一環として、

牛乳・乳製品の効果的利用の必要性を明らかにし、その必要性を広〈一般に普及することである。そ

こで、本研究においては、総合病院の脳外科病棟入院患者の牛乳・乳製品摂取状況を調査し、その摂

取状況と栄養状態、さらに樗痛との関連性について検討した。
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2.方法

1)対象者

対象者i立、 T有毒絞{守番潟県)の脳外科書有線に入陵中17)慾者で、際線からの栄幾状態の評価・判定

ならびに牛乳・乳製品の主翼線状況吉岡盗を許可され、また、本人あるいは家主主に警~犬、または面接に

よって、本調設内容を説明し、 i弓重量の得られた19名マある。対象者の平均年齢はぬ.3歳、野投書名、

女性10名であった。疾，E語、名i立、脳梗主義 (10名)、脳出血 (3名)、パーキンソン病 (3名}、拡張主1

心筋症(11.J)， 8商動脈事読破裂(l名)、脳性遂動失調(l名〉、 5話題昔話(l名〉、骨膝脳炎(l名)、

謬療機(11.J)、糖長支持等(11.J) で、 3種童話の疾慾;こ号室慾している事rlまu号、 2宅童書翼の署長怠に椴，怒

しているさは2名であった。平均在際日数;主主主2ヶ月であった。栄望書檎絵方法は会長号、経口摂取法

マあった。

2)血液生化学的検疫

平総?:t:腹E寺の盗液を採取した。採取時期は入疑雲寺と術後4週題笥とした。血液主主化学的検査は務

院内の童話床検費笈に欲望議した。後査待望書による担IJ定談室長i立、事審封書血液{液状コントロール立lli脅し

盟、和光ま毒薬事静〉を用いて全会討したが、いずれも標準織機の徐被偏差内にあ号、補正の必要警はな

かった。

3)牛乳・写しき受品摂取状況ならびに主食・主菜の喫食単調査

牛乳・乳製品後取状況について、現夜、入俊一録、ならびに10王手誌の摂取の議然、摂取頻f堂、摂取

量について、牛乳と乳主薬品に分けて、本人あるいは家主義に対して周き取ち調査を実施した。簡易喫

食率翻盗表却を用いて、経口栄養t去の16名について食事筑紫を行った。 5間後芸書問(2日開}の事号、

祭、タの3食についてょにネルギぃ言葉としての東食とタンパク資源としての主薬の警護食率を綴祭し、

1日の平均鐙を繁出した。喫食率調査は、実施する前に霊童査苦言となる栄養士が、プ1).テストをマ

ニュアル叫にさ毒づいて実施した。ブリ・テスト李主主義により、正毒事室容を磯認した後、喫食器事調ヨをを実

I告した。

心事事努

事事豪華発主主危険JJ:(l)予泌には、プレーデンスケ-}vを利用した100 害事総合す発f起している場合には、

治療官"tll震を立てるために、惨事蓄の状態、と手養護言状態をアセスメントした。害警護基アセスメント;立、 PUHP

{大総君主彦開発の害事絞殺度祭主題議長〉を使用して行った針。

5) 日常生活、動作

日常生j舌ま詩作 (ADL)1立、 BarthelIndex叫によって、術後4i議誇毒自に盟賞受した。

6 ) 主主主主

各検森喜喜菜、ならびに誤IJ遂事主主義は平均値でぶした。街意三重綴定lまMann-W主itneyの検定を殿いた。
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3.結果

1)牛乳・乳祭品の摂取状況

ネ李主・乳製品の摂取状況調査の対象者は19名であり、孝子効回答語辞は100%であった{表1)。現在、

牛乳を摂取している殺は13~ろであ号、摂取していない替は 8 名であった。この牛乳を摂取していな

い6名l土、乳警護ぷも全く主要駁していなかった。牛乳の摂取議・頻度は、 2~ 4 sil!週で100ml!僚が

1 1;、 2(沼田I![溺が 3~号、 5~7 閲/i綴で1ooml![測が l 名、 2∞ml/I測が6名、 3ooml/阪が以上が21;

であった。また、雪し主義ふを摂取している者は 8名、主義耳立していない遣まは11名であった令乳製品を主要

液している 8 1;0)援取盈・綴皮i立、ヨーグルトを摂取していると霞答した?名は全員が2~4 領/

溺で90g/11国/溺て?あり、チーズ熊取と答えた 1名は 2-4Ii芸/滋マ10g/f国!I議であった。なお、 101手

前ならびに入院育自の主義液状況についTども衝接聴取したが、現在の主義駁状況と変わらなかった。また、

牛乳，乳製品を主E主将とした栄養食品についても議交を行ったが、長殺事長食品について知っていた母、

使用したことのある対象者はいなかった。

表 1 牛乳・乳製品の撲波状況別属殺

牛乳幾費量 乳製品接着主
有

(6費λ量) 印有人] (1韓1λ} (13λ} 

Me蛸 s.o Mean S.O M.制 ゑD Mean $.0 

年齢 f歳) 7怒.2 11.5 76.5 5.6 71.5 12.1 ]2.7 9.3 

世開静EE)事寺エネルギー代謝 (k臨 J) 2担0.6 314.7 669.2 138.8 1029.0 399.9 鈍2.3 222.3 

ADL'告訴 〈車} 25.7 29.5 20.8 29.1 17.5 28.0 '6.8 29.5 

ゴレーヂシスケール脅祭{車} 17.8 3.7 16.8 4.1 17.3 3.9 17.7 3.B 

2)牛乳・乳製品の綴液状況と栄務状慾の爽連性

入号車線の血清アルブミンf肢は、牛乳を摂取しているお名では3.7全0.7g/dl、摂葉支していない8名

は3.4士0.2g/dlであった。判官後4漣関図の長江淡アルブミンイ滋はそれぞれ3.6:t:0. 5g/dl、3.1ごと0.4g!

dlで、あった。牛寺しを摂取している務は摂取していない者によとぺて入院時、なら rnこ術後4.. 滋滋協の

血液アルブミンf蹴が務伎を示していた。乳製品を主義駁している 81;と主義殺していない11名について

比較すると、入院善寺の埠li荷アルブミン僚は乳製品を主雲取している者3.4:t:0.8g/dl、摂取していない

者3.8:t:0. 5草々は綴取している者が低値であったが、術後4j!露関自の血液アルブミン値はそれぞれ

3. 7ニ1:0.5g/dl、3.3こと0.5g/dlと乳製品会摂取している革まは、むしろ入院誇よりも改害警していたが、

摂詩文していない者の級機アルブミン僚の術後の減少は菜子籾であった{関1)。
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また、術後4週間後ii?lfIr. i青総タンパタ支は、ゃぎしを摂取している者は6.8土O.7g/d在、摂取してい

t:J:い翁は5.8まO.9g/dlであち、牛乳を摂取している替は摂取していない者よち有意に高伎を2詳した。

また、学し護芸品を採取している遣まは6.7土O.8g/dl、摂取していない者は6.4:t1. Og/dl、牛乳ー乳製品

問方を摂取している遺言は6.7:tO.8喜/dl、両方ともに摂取していない者は5.8土0.9g/dlであり、

裁は観察されなかったものの、摂取している者は、牛乳摂取議?と何様に主義守護を~した(飽 2) 。

血液総コレステ 0 -ルi立、牛手Lを主義液している者は213‘在土24.3mg/dl、摂取していない容は143.0
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こと11.3mg/ dl1:あり、牛乳を綴ljl(している者は摂取していない者より有意に潟似を糸した。また、

乳製品を摂取している者は215.0土27.6mg/dl、摂取していない者は188.7士41.Omg/dl、牛乳・乳製

品間三与を主義欲している者は215.0士27.6mg/dl、両方ともに摂取していない殺は143.0ごと1l.3mg/dlで

あり、符滋遣をは綴然きれなかったものの、摂取している者は蒲俄を示した(関 2)。

ili5たんぱく演の鍛綴守あるよ腕筋面積は、牛乳を摂取している者は35.9ごと13.2cmヘ奴取してい

ないおば30.3土6.2cm'であり、牛乳を摂取している者は摂取していない猿より護憲イ療を示した。また、

乳警護を摂取している考は35.1土13.9c由 2、摂取していない者は33. と10.6cm'であり、衛費量羨は

義語襲警きれなかったものの、主翼攻している者は高健を1Fしていた{関 3)。
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主食の喫食率は牛乳淡耳RIl)夜安警による幾多亀は童話妻美きれなかったが、主菜の喫食率i立、牛乳を然叙

している者は87.6士14.5%、摂取していない考は69.0土5.6%であり、牛乳を摂取している者が潟

債を示した。乳軍基訟を摂取している殺の主食の喫3主主容は80.7:I:24.1 %、摂取していない者は88.

14.3%と摂取していない者が潟僚を氷した。一方、主菜の喫食率は乳製品を摂取している者は89.事

土14.6%、筏取していない殺は78.3:I:14. 2%と摂取している者が高伎を示した(図 4)。
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交したが、牛乳ー乳奪還&の然波状況によるま査察は観察されなかった。

本語司査・研究においては、ミを毒事草寺エネルギー代議哲(阻.E)

10む.0

80.0 

60.0 

40.0 

20.0 

〈
ゆ
ゆ
〉
叫
胃
袋
容

乳Z接選告書筆致
手著 書聖

( 8λ 甘λJ
食中

主題

加
鴨
川

U
M

取

{

祭鵡
甘や

手事
{拘λ)

0.0 

制定菜

牛乳・乳製品の摂取状況別喫食事事図4

3)苦手癒と牛乳・乳製品の凝攻状況の関i議官主

や乳 e 乳製品のどちらも摂取していなかった 6~中 4 名に事事機会霊祭議書され、牛乳、あるいは乳製

品を摂取している者には、害事事者は観察されなかった。表2Iこ祷事審4名のブレーデンスケーj人事事務

1名が官署管と好善幸(/)状態、殺護ケア、栄事害状態などについてまとめた。発症音ß1佼 iま 3~が仙f号線、

1~主主44滋 (A 音ß伎であり、ステ…ジ立は 2名、班 Jま 1~、lVは l 名であった。対象獲の若手齢は、

と若く、残り 3名(虫、 C、DJ死)は打線から84歳の言語密告であった。芸春綾疾袋、i立、 A、B、C.Eたが氏)

脳血管罪事警でDjlCが心室長，患であり、念、性期を過ぎてはいるが、 B、C、DJ毛が全介員会でAJ毛が部分介

紛の事務守乙であることから可動性・活動性は低かった。また、体位変換等の移動時には、長襲義主やす忽

れがそF誤U~ れた。ブレ…チタンスケ-)レはA氏は21点、 B、 C氏iまは点、。氏は121.をであち、 B、 C、 D

氏lまリスク惑をが高かった。

し、タンパク質・エネルギ…

低栄養主主慾 (PEM)であったo本書毒査雲寺の血j脅アルブミンイ直l土、 44芸誌のA氏は3‘6g/dlとややま関加し

たが、高童舎のB，C、D氏i立、平均2.7g/dHこ低下した。また、 3、c氏は祭実名・下痢をf辛う主主主義であ

得事著書誌iIEB寺(/)血清アルブミンイ憶は、 4名とも3.5g/dl以1ごと絞{遣を

号、 A、D氏はl殿下降号事と食欲不振のため、食事摂取還が減少していた。発症時の話会EHこ関しては、

4名ともに 3ft寺閥毎の体役変換とエア…ベットが使用されていた。

日、 C、ひ氏の害事者著を発疲おとえ絞すると、塞せ審sllii績の増大及び感染がなく、話露出主主が減少してい

た。また、肉芽やj二E支の形成が擁立会している点で参事療に改善専傾向がみられた。
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…芳、 AJ毛i土年齢も44言葉と若く、プレーデンスケールによるリスク度金支}喬低いにもかかわらす席、

害事擦の改善傾向が義護軍事ではなかった。 1ヶ}i前にデブザーメント会雲寺れたが、肉芽および新生上皮

への形成が走塁室長していた。

表2 傍若量発疲著者の資料{王子高覧11年12月228現在)

23点

霊童爽や脅に及ぶ

り、主主生物質僚ffl. I治事註
下総なし !縛蜜発経時よ号も
!~見後;発熱なし、銃 発熱及び下語障が持綬
生物線中止

…97-

14点

14点

E 
3建皮に及ぶ

1 2点

仏lb3.1 TP6.o) 
E誌を主 (Alb2.2 TP5.4 
HB9.o) 

M丑SA'ト
審幸主汗書事タ吉司守

混在 発聖書なし、銭生物
質中止



4. ;g察

民羽詰議考らは祷療のぞ子弘司、ならびに治療のための栄畿管綴サーピス(J)…事震として、総合病院の脳外事十

F弱者主入後縁者の牛乳・乳製品の摂取状況を鋼霊長し、その採取状況と栄養状線なら，1'1こ事事療との関連性

について検討した。

当研究では、事事世話i立、牛乳・乳製品を全く主義取していない者にのみ綴察され、これらの人達は、滋

去にも牛乳・乳製品(J)絞取習慣のない人選であった。一方、牛乳‘乳筆遺言自のどちらかでも摂取してい

る者には、事事療は観察されなかった。また、線療発症狩のl1n.i脅アルブミン僚は、いずれも3.5g(dl以下

を示し、この努祭実関としては、たんぱく霊堂(J)栄養状態、が震活草していると推察怒れた。

一方、牛乳・乳製必摂殺者では、摂取していをい殺にたベて、脳外線葬者緩入院H寺の取済ア)1/ブミン

値、成後たんぱく皇室、政務コレステロ…Jレ伎はともに潟く、入院特のゑ務状態は良好でおった。また、

綴後の風情アルプミン値も、議雪後4週間では、維持あるいは攻撃していることが紛らかになった。ま

た、このようにや乳・乳製品を主義取オる習僚の継続している幸子i立、それらを摂取する習慣のない翁と

比車交して、主楽のi然食害容が高く、主民取エネルギーにのめるタンパク総の努j合が高い綴!会?にあることが

確認された。

本研究の絞銭j数は19明!と少ないものの、今季L.乳製品の望号普史的な摂取状況と事審議の発症の潟主義伎が

籾らかにな母、牛乳・乳製品を摂取する習僚が継続している者は、摂取する習慣のない者よちも、脳

外科入続善寺の栄養主主建設が良好であるために、術後のたんぱく質・エネルヰマー低栄養状毒装に陥りにくく、

たんぱく燃の栄養状態が問主更しやすく、惨事審が発症しにくいことが薙訟できた。

今後、牛乳・乳製品のさらなる普及、ならびに今回は利用殺のいなかった牛乳・乳製品をえ療科と

した栄養食品の普及にカを注ぐことは、高齢者の栄務状態の改慈、ならびに棒績予防、?会事まに宅寄与す

るものと考える。

5. "*とめ

高齢者の事事事審そr~主、ならびに治療のための然遺産管喫サーピスのー潔として、守二乳・乳製品の主主象的

利用の必要性を紛らかにし、その必要さ↑生を広く一般に普及することを倒的に、総合術院の脳外科病機

入院慾毒まの牛乳・乳製品(J)綾取状況を綴去をレ、その荻滋状況と栄養状主義、さらに害事癒との潟途性につ

いて検討し、以下(J)給3裂を得た。

・牛乳を事長取する習慣の義援喜還している者は、絞殺する習僚のない務より政務アルプミン、長立泌総タ

ンパク賞、血1務総コレステロ_.-)レが高値を之氏した。

-乳製品を摂取する望号'n還の継続している翁は、摂取する幸男慣のないままより栄養状慈が良好であった。

'牛乳・乳製品を摂取する常事'絞め継続している者は、摂取する努'f震のない授と比較して、え芸書(J)喫
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食主終が渇く、摂取エネルギーにおめるタンパク質の割合が商い傾向にあることが明らかにされた0

・や乳・乳製品を摂取する習僚のない著者では、事事擦の発症が多くみられ、事事事智発症時の血清アルブ

ミンi之、いずれも怒獲を示した。

以上よ号、牛乳・乳製品を主実現文する苦言燃の継続している者は、主義主文-t;;'1警倹のない者と比べて栄養

状室長が良好であ号、これは撃事事震予i治、ならびに治安まに有効であることが溺らかにされた。
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